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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

熱
戦
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、熱
視
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宮崎県 三股町
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悲
劇

演劇ユニットわざおきぃずの古典　紀元前400年ギリシャの演劇×宮崎の俳優×和太鼓の響き

Takahiro Hamasuna To-ru Yasuda Yuuna Komaki Kai Ito

Nana Haraguchi Seiya Kawano Remi Sekiya Kensuke Kawabata

■�日時（3回公演）
2022年10月29日（土）19：00～
2022年10月30日（日）14：00～／ 18:00～
（開場は30分前）
会場／三股町立文化会館

■�料金（当日）／一般　￥2,500（￥3,000）　高校生以下　￥1,000　　
　　　　　　　　小学生以下　¥500
■�和太鼓演奏／今村脩哉
■���出演／濵沙杲宏（劇団こふく劇場）、安田とおる、原口奈々 (劇団ゼロ
Ｑ)、伊藤海（劇団FLAG）、川野誠也（風のしっぽ）、小牧祐菜（劇団
kuzumeji、みやざき演劇若手の会）、川畑賢典、関谷玲光（みやざき
演劇若手の会）、原田千賀子（劇団ゼロＱ）ほかエキストラの皆さん

■�演出助手/進藤アヤノ（ユニットろむ）
■�照明・音響／ユニークブレーン
■�舞台美術／濵沙杲宏
■�制作／原口奈々
■�お問合せ・チケット／三股町立文化会館
　�℡0986-51-3462　HP�https://bunka.town.mimata.lg.jp
■�主催／三股町、三股町教育委員会

太古のギリシア。疫病がひろがり、テバイの国は危
殆にひんしていた。

作／ソポクレス　訳／藤沢令夫　
構成・演出／濵沙杲宏（劇団こふく劇場）

第44回 第44回 宮崎県高等学校総合文化祭 演劇部門宮崎県高等学校総合文化祭 演劇部門
第75回第75回  宮崎県高等学校演劇 県大会宮崎県高等学校演劇 県大会
宮崎県の高校演劇部の頂点を決める、この大会。
今年も、「三股を目指そう！」を合言葉に、９月の県予選会を勝ち抜いた６
校が三股に集結し、九州大会への切符をかけて、三股町立文化会館にて全
力で演じます！演劇の翼を広げ、九州大会へ、さらに、全国大会を目標に
羽ばたいていく瞬間を・・・お楽しみください！どなたでも入場できます。
入場無料です。
詳しい情報は、三股町立文化会館へお問合せ、または、ホームページをご
覧ください。

■日 　 時／令和4年11月5日（土） 午後1時開場予定～（2校上演）

11月6日（日） 午前9時開場予定～（4校上演）
※各学校、制限時間60分のルールの中で上演いたします。

■料 金／無料（予約・申し込み不要。気になる学校だけでもご覧になれます）
※入場時、ご連絡先をお聞きいたします。

■会 場／三股町立文化会館
■お問い合わせ／三股町立文化会館（〒889-1901�宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）

【電話予約】0986-51-3462
【WEB予約】https://bunka.town.mimata.lg.jp

■主 催／三股町・三股町教育委員会 ※2021の大会の様子木佐貫町政     期目始動４４



第
21
代
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、

木
佐
貫
辰
生
で
す
。
３
期
12
年
間
、
町
政

の
舵
取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
支
え
、
応
援
で
一
生
懸
命
仕
事

に
ま
い
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
２
年
半
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
た
め
、
直
接
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
機
会

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、｢

広
報
み
ま

た｣

や
町
公
式
サ
イ
ト
な
ど
の
媒
体
で
町

政
情
報
の
周
知
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
現
在
、
本
町
も
延
べ
５
０
０
０
人

を
超
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
を
数

え
て
い
ま
す
が
、
感
染
予
防
・
重
症
化
対

策
と
し
て
、
医
療
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
・
個
別
接
種

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
対

策
と
し
て
、
事
業
者
へ
の
現
金
支
給
や
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
、
子
育
て
世
帯

へ
の
応
援
な
ど
、
各
種
施
策
も
実
施
中
で

す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
12
年
ぶ
り
の
町
長
選
挙
で
あ

り
、
町
議
会
議
員
選
挙
と
同
時
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
高
投
票
率
を
期
待
し
て
い
ま

し
た
が
、
前
回
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
残
念
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
政
策
論
争
の
場
を
設
け
る
な
ど

皆
さ
ま
の
関
心
を
高
め
る
場
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
は
と

思
い
ま
す
。次
回
以
降
の
課
題
で
す
。

私
は
、「
自
立
と
協
働
が
織
り
な
す　
元

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
三
股
」を
目
標
に
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

自
立
と
は
、
単
独
町
制
と
し
て
の
自
立
と

各
種
民
主
団
体
な
ど
の
自
律（
自
立
）を

い
い
ま
す
。協
働
と
は
、町
民
、自
治
公
民

館
、
事
業
所
、
行
政
の
協
働
と
都
城
市
と

連
携
し
て
い
る
医
療
、
消
防
、
ゴ
ミ
処
理

な
ど
の
協
働
も
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

同
様
、
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う｢

自
立
と
協
働
の
精
神｣

で
、こ
れ
か
ら

の
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦
し
、
行
政
を
前

に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
回
も
５
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
公
約
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

①�

ま
ち
・
む
ら
元
気
わ
い
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、駅
周
辺
市
街
地
を
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
再
整
備
す
る
と
と

も
に
、旧
五
本
松
団
地
跡
地
に
交
流
拠

点
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
取
り
組
み

ま
す
。
そ
し
て
、
各
集
落
と
の
交
通
網

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
努
め
る
と
と

も
に
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
引

き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②�

産
業
い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

地
場
企
業
の
育
成
・
拡
充
を
支
援
し
、

雇
用
の
安
定
に
つ
な
げ
ま
す
。ス
マ
ー

ト
農
業
を
推
進
す
る
た
め
土
地
基
盤
整

備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
林
業
の
活
性
化
・
森

林
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

③�

少
子
・
高
齢
化
す
く
す
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、子
育
て
支
援
策
と
し
て
中
学

生
の
給
食
費
の
無
償
化
を
来
年
度
か
ら

実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
三

股
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
生
活
道
の

歩
道
整
備
を
進
め
、人
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

④�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
わ
く
わ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、武
道
体
育
館
の
観
客
席
設

置
や
小
中
学
生
の
学
力
の
向
上
、町
民

の
文
化
力
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備
に

努
め
ま
す
。

⑤�

エ
コ
ク
リ
ー
ン
さ
わ
や
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、公
共
下
水
道
の
中
央
浄
化
セ

ン
タ
ー
に
都
北
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
統
合

す
る
と
と
も
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
し
て
公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電

施
設
を
設
置
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
５
本
の
柱
を
中
心
に
、
町
民

早稲田大学社会科学部卒。
昭和55（1980）年に三股
町入庁。企画調整課長、農
林振興課長、生涯学習課長、
財政課長、産業振興課長を
経て平成20（2008）年に
三股町副町長に就任。平成
22（2010）年から三股町
長を務める。趣味はテニス、
散歩。山王原出身・在住。
69歳。

PROFILE

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

任
期
満
了
に
伴
う
三
股
町
長
選
挙
は
、

９
月
11
日
、
町
内
11
カ
所
の
投
票
所
で
投

票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
木き

佐さ

貫ぬ
き
辰た

つ
生お

氏（
69
）が
当
選
し
ま
し
た
。

木
佐
貫
氏
は
、
14
日
、
町
役
場
で
行
わ

れ
た『
当
選
証
書
授
与
式
』に
出
席
。
穝さ

い

所し
ょ
信の

ぶ
博ひ

ろ
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選
証
書

を
受
け
、
23
日
か
ら
４
期
目
と
な
る
新
た

な
４
年
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
発
表
の
開
票

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

木
佐
貫
辰
生
氏
……
…
…
５
４
１
７
票

福
田　
新
一
氏
……
…
…
４
７
４
２
票

・
当
日
有
権
者
数
……
２
万
３
１
５
人

・
投
票
者
数
……
…
…
１
万
２
４
８
人

・
有
効
投
票
数
……
…
１
万
１
５
９
票

・
無
効
投
票
数
…
89
票

・
投
票
率
…
50
・
45
％

ま
た
、
三
股
町
議
会
議
員
選
挙

は
、
定
数
12
人
に
対
し
て
14
人
が
立

候
補
。
町
長
選
挙
と
同
日
の
９
月
11

日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
原　

美
穂�

田
中　

光
子

西
村　

尚
彦�

堀
内　

和
義

山
中　

則
夫�

上
西　

雅
子

指
宿　

秋
廣�

堀
内　

義
郎�

岩
津　
　

良�

楠
原　

更
三

内
村　

立
𠮷�

新
坂　

哲
雄

木
佐
貫
町
政     

期
目
始
動

４４
の
皆
さ
ま
が｢

幸
福
度
の
高
い
ま
ち｣｢

住

み
こ
こ
ち
の
い
い
町｣

と
さ
ら
に
実
感
で

き
る
よ
う
各
種
施
策
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

終
わ
り
に
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
三
股
町
の
発
展
の

た
め
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ボ
ッ
チ
ャ
と
は

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
重
度
の
脳
性
ま
ひ
や
同

程
度
の
重
度
障
害
が
四
肢
に
あ
る
人
の
た

め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
競
技
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
赤
・
青
の
そ
れ
ぞ
れ

６
球
ず
つ
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
、
蹴
る
、

転
が
す
な
ど
し
て
、ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル（
目

標
球
）と
呼
ば
れ
る
白
い
ボ
ー
ル
に
い
か

に
近
づ
け
る
か
を
競
い
ま
す
。
競
技
は
障

害
の
程
度
で
Ｂ
Ｃ
１
～
４
の
ク
ラ
ス
に
分

け
ら
れ
、個
人
戦
と
団
体
戦
が
あ
り
ま
す
。

試
合
は
、
①
先
攻
側
が
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー

ル
を
投
げ
、
続
け
て
１
投
目
を
投
球
。

②
後
攻
側
が
最
初
の
投
球
。
③
以
降
、

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
か
ら
よ
り
遠
い
位
置
に

ボ
ー
ル
を
投
げ
た
側
の
選
手
が
次
の
投
球

を
行
う
。
④
６
球
ず
つ
投
げ
た
時
点
で
得

点
を
計
算
。
①
～
④
を
１
エ
ン
ド
と
し
、

個
人
戦
と
ペ
ア
戦
は
４
エ
ン
ド
、
チ
ー
ム

戦
で
は
６
エ
ン
ド
行
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
障
害
者
だ
け
で
な
く
健
常

者
も
出
場
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
で
き
る
な

ど
、
年
齢
や
障
害
に
関
わ
ら
ず
参
加
で
き

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
本

ボ
ッ
チ
ャ
協
会
の

公
式
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

竹
之
内
姉
妹
、世
界
へ
の
道

和
美
さ
ん
が
ボ
ッ
チ
ャ
を
始
め
た
の
は

７
年
前
。
勤
務
先
で
あ
る
沖
ワ
ー
ク
ウ
ェ

ル
の
社
長
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

向
上
の
た
め
に
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ

て
み
て
は
ど
う
か
と
勧
め
ら
れ
、
体
験

会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ｢

こ
れ
な
ら
で
き

る
か
も｣

と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
し
か
し
、
和
美
さ
ん
は
16
歳
の
と
き

に
患
っ
た
関
節
リ
ウ
マ
チ
が
原
因
で
投

球
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
双
子
の
姉
、
昭

子
さ
ん
の
存
在
で
す
。
Ｂ
Ｃ
３
ク
ラ
ス
で

は
、
ラ
ン
プ
と
い
う
滑
り
台
の
よ
う
な
勾

配
具
を
使
っ
て
投
球
を
行
い
ま
す
。
昭
子

さ
ん
は
、
和
美
さ
ん
の
指
示
を
受
け
て
ラ

ン
プ
の
調
整
や
設
置
、
ボ
ー
ル
を
置
く
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ラ
ン
プ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
（
以
下
、
Ｒ
Ｏ
）と
し
て
、
共
に
競

技
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
二
人
は
、
令
和
元

年
、
第
21
回
日
本
ボ
ッ
チ
ャ
選
手
権
大
会

に
出
場
、
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
、
ベ
ス

ト
８
に
進
出
し
ま
し
た
。
そ
の
成
績
を
残

し
た
こ
と
で
第
22
回
日
本
ボ
ッ
チ
ャ
選
手

権
大
会
出
場
の
資
格
を
得
ま
し
た
が
、
大

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
に
。
令

和
４
年
４
月
に
は
、
県
内
で
初
と
な
る
日

本
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
強
化
指
定
選
手
に
選
出

さ
れ
、
今
回
参
加
し
た
大
会
が
初
め
て
参

加
し
た
国
際
大
会
で
し
た
。

三
股
か
ら
世
界
へ 

今
後
の
目
標

わ
ず
か
30
分
の
体
験
会
参
加
か
ら
始
ま

り
、７
年
で
日
本
代
表
に
選
ば
れ
る
ほ
ど

の
力
を
つ
け
た
２
人
。
そ
の
強
さ
の
秘
密

は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

２
人
の
強
さ
の
秘
密
は
、
誰
よ
り
も

ボ
ッ
チ
ャ
世
界
大
会
で
優
勝

快
挙
！ 

竹
之
内
和
美
さ
ん
、
昭
子
さ
ん

多
い
練
習
量
と
小
さ
い
頃
か
ら
ず
っ
と

一
緒
、
い
て
当
た
り
前
の
双
子
と
い
う
関

係
性
で
す
。
Ｂ
Ｃ
３
ク
ラ
ス
は
ボ
ー
ル
を

転
が
す
た
め
、
気
温
、
湿
度
、
床
の
状
態

が
投
球
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ラ
ン
プ
に
セ
ッ
ト
す
る
ボ
ー
ル
の
位

置
を
変
え
る
、
ボ
ー
ル
の
支
点
を
変
え
る

な
ど
の
方
法
で
、ど
の
程
度
転
が
る
の
か
、

曲
が
る
の
か
と
い
っ
た
ラ
ン
プ
と
ボ
ー
ル

の
癖
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
選
手
の
指
示
に
従
っ
て
ラ
ン
プ
の
先

端
を
左
右
に
動
か
す
こ
と
も
Ｒ
Ｏ
の
役
割

の
一
つ
。
ど
れ
だ
け
動
か
し
た
い
の
か
と

い
っ
た
感
覚
的
な
こ
と
を
選
手
と
Ｒ
Ｏ
で

合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
い
う
の

も
、
Ｒ
Ｏ
は
試
合
中
コ
ー
ト
の
様
子
を
見

る
こ
と
は
で
き
ず
、
選
手
に
ア
ド
バ
イ
ス

や
合
図
を
送
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
普
段
の
練
習
か
ら
、
使
う
道
具
の
調

整
と
、
感
覚
を
近
い
も
の
に
し
て
お
く
こ

と
が
試
合
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

２
年
後
の
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
す
る
に
は
、
国
際
大
会
で
ラ
ン
キ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
来
年
１
月
の
全
日

本
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
て
、
来
年
も
強

化
指
定
選
手
に
な
る
こ
と
が
必
須
。
２
人

は
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
、
ま
ず
は
そ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
を
続
け

ま
す
。

日本ボッチャ協会提供

８
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ェ
ル
ド
ホ
ー

フ
ェ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ボ
ッ
チ
ャ
の
国
際

大
会｢

フ
ェ
ル
ド
ホ
ー
フ
ェ
ン
２
０
２
２

ワ
ー
ル
ド
ボ
ッ
チ
ャ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー｣

に
竹た

け
之の

内う
ち
和か

ず
美み

さ
ん
・
昭し

ょ
う

子こ

さ
ん
ペ
ア
が
、

障
害
が
最
も
重
い
Ｂ
Ｃ
３
ク
ラ
ス
の
女
性

の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

今
回
、こ
の
ク
ラ
ス
に
出
場
し
た
の
は
、

ギ
リ
シ
ャ
や
イ
タ
リ
ア
の
選
手
な
ど
10

人
。
３
つ
の
リ
ー
グ
に
別
れ
て
予
選
を
戦

い
ま
し
た
。
２
人
は
予
選
リ
ー
グ
を
２
位

で
通
過
し
、決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。

準
決
勝
で
は
ド
イ
ツ
の
選
手
と
の
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
の
末
に
勝
利
を
つ
か
み
ま
し
た
。

決
勝
の
相
手
は
、
予
選
リ
ー
グ
で
は
負
け

て
し
ま
っ
た
チ
ェ
コ
の
選
手
。
試
合
は
第

１
、第
２
エ
ン
ド
で
相
手
に
得
点
を
許
し
、

第
３
エ
ン
ド
は
巻
き
返
し
た
も
の
の
、
ま

だ
相
手
が
１
点
を
リ
ー
ド
す
る
苦
し
い
展

開
。
も
う
後
が
な
い
最
終
第
４
エ
ン
ド
、

和
美
さ
ん
・
昭
子
さ
ん
ペ
ア
は
２
点
を
獲

得
し
、
逆
転
勝
利
。
国
際
大
会
で
優
勝
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
の
快
挙
に
、
和
美
さ
ん
は「
海
外
遠

征
初
出
場
で
緊
張
し
ま
し
た
が
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
で
き
、
日
本
代
表
と
し
て
の
役

割
を
果
た
せ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」。昭
子
さ
ん
は｢

妹
は
集
中
力
を
切
ら

さ
ず
、
粘
り
強
く
戦
っ
て
い
ま
し
た
。
日

本
代
表
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
て
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す｣

と
話
し
ま
し
た
。

（妹）竹之内和美さん（妹）竹之内和美さん（姉）竹之内昭子さん（姉）竹之内昭子さん

↑
日本ボッチャ
協会公式サイト
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「ジェンダー（gender）」とは、生物学的な性別（SEX）に対して、社会的・文化的につくられる
性別のことを指します。 
世の中の男性と女性の役割の違いによって生まれる性別のことです。

「ジェンダーレス（genderless）」とは、生物学的な性差を前提とした社会的、文化的性差をな
くそうとする考え方で、「ジェンダー平等（gender equality）」とは性別に関わらず、平等に
責任や権利や機会を分かちあい、あらゆる物事を一緒に決めていくことを意味しています。
SDGs（持続可能な開発目標）では、GOAL5「ジェンダー平等を実現しよう」を掲げています。

　
「
男
は
外
で
仕
事
を
し
て
、
女
は
家
を
守

る
」。
か
つ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て

社
会
の
中
で
認
識
さ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。

近
年
で
は
、
こ
の
よ
う
な
個
人
の
能
力
で
は

な
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
理
由
に
し
た
役
割
分
担

を
無
く
し
、
誰
も
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
活
躍
で
き
る｢

男
女
共
同
参
画
社
会｣

の
実

現
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
平
成

13
年
に｢

第
１
次
三
股
町
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン｣

を
、
平
成
26
年
に
配
偶
者
や
恋
人
か

ら
の
暴
力
な
ど
を
防
止
す
る
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
町
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
を
含
む

｢

第
２
次
三
股
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン｣

を
策
定
。
そ
し
て
今
年
の
３
月
に
は
、
男
女

が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
自
ら
の
意
志
と
責

任
に
よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

女
性
活
躍
の
支
援
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
計

画
と
し
て
、
町
女
性
活
躍
推
進
計
画
を
盛
り

込
ん
だ
「
第
２
次
三
股
町
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン(

改
訂
版)

」
を
策
定
し
ま
し
た
。

改
訂
版
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

世
代
と
性
別
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
男

女
共
同
参
画
へ
の
意
識
が
異
な
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
社
会
の
考
え
方
や
価
値
観
を

変
え
る
た
め
に
は
た
く
さ
ん
の
時
間
が
か
か

り
、
今
は
ち
ょ
う
ど
変
わ
っ
て
い
く
途
中
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。
真
の
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
こ

れ
か
ら
も
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

第２次男女共同参画プラン（改訂版）を
策定しました

ジェンダーってなんだろう？

「男女共同参画社会基本法」では、男女共同参画社会を「男女が、社会の対等な構成員として、
自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女
が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担
うべき社会」（第2条）と定義されています。

男女共同参画ってなんだろう？

誰かと話したり接するときに、これまでの経験や見聞きしたことに照らし合わせて、「この人は○
◯だからこうだろう」「ふつうは◯◯だからこうだろう」というように、あらゆるものを「自分なり
に解釈」してしまいます。この脳の働きを、アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み、偏見）
といいます。

その考え方、もしかすると思い込みや偏見かも…

三股中学校でも、女子生徒にパンツス
タイルの制服が導入され、選択肢があ
る環境になってほしい。

仕事と育児、家庭の両立の悩みは経験
者にしか分かりづらいので、子育て経験
のある女性委員を増やして、働きやすい
職場づくりに貢献してほしい。

30～39歳・女性
学校教育

職　場

都会にいた時に比べて男女格差を強く
感じる。昇格、仕事内容、幹部の男女
比率、給与などに差がある。

地域住民の付き合いが濃厚で、古い考
えが根強く、男性上位の印象を受ける。
地域に根付いた男女格差をなくしてい
かないといけない。

20～29歳・女性
職　場

地域社会

男女平等を都合よく考えず、男女ともに
役割が違う部分があるので、お互いに
できない部分を補い、寄り添うことが大
切だと思う。

長年、男性のみが自治会長に就いてい
るので、男女共同参画ならば改善が必
要ではないか。

60～69歳・女性
社会通念・慣習・しきたり

地域社会

広い視野で社会を見るためには、男女
に関わらず子どものころから「考える」
教育が必要だと思う。

男性、女性がそれぞれにしかできない
ことをお互いに理解して、強制せず、で
きることからやってみることが大切だと
思う。

50～59歳・女性
学校教育

社会通念・慣習・しきたり

性差別による不利益を公平に解決して
くれる機関が必要ではないか。組織の
トップを女性にして、ある程度の権限を
与えてほしい。

過疎化地区、小規模校区の住民もス
クールバスや他校区の放課後クラブを
利用させてほしい。近くのバスが使えな
いとフルタイムの仕事が難しい。

40～49歳・女性
社会通念・慣習・しきたり

学校教育

50～59歳・男性

70歳以上・男性

第2次三股町男女共同参画プラン（改訂版）／付録 町民意識調査 自由意見より要約して抜粋

男女共同参画への
悩みや意見

第2次三股町男女共同参画プラン（改訂版）
計画策定の趣旨
男女共同参画社会の実現に向け、本町は平成13 年度
に「第１次三股町男女共同参画プラン」を策定しまし
た。また、平成26 年には「三股町男女共同参画推進条
例」の施行、三股町DV 防止基本計画を含む「第２次三
股町男女共同参画プラン」を策定し、本町の男女共同参
画に関する施策を総合的、計画的に推進してきました。
第２次三股町男女共同参画プラン（改訂版）では、平成
27（2015）年に制定された女性の職業生活における
活躍の推進に関する法律（以下「女性活躍推進法」とい
う。）も踏まえ、男女が互いに尊重し合い、自らの意思
と責任により社会のあらゆる分野における女性活躍の
支援をさらに発展させる計画として策定しました。
計画期間
第２次三股町男女共同参画プラン（改訂版）の計画期間
は、令和４年度から令和６年度までの３年間とします。
基本理念
第２次三股町男女共同参画プラン（改訂版）では、「三
股町男女共同参画推進条例」に定める基本理念に基づ
き、町と町民、事業者があらゆる分野で男女共同参画
の意識や視点をもち、一人ひとりが自身の能力を活用
しながら、男女が対等な社会の構成員として互いに認
め合い、支え合う社会を目指します。

１．すべての人の人権尊重
２．社会の制度又は慣行についての配慮
３．政策及び方針決定に参画する機会の確保
４．多様な活動に参画する機会の配慮
５．教育及び学習機会の確保
６．性の相互理解と生涯にわたる健康への配慮
７．国際理解及び国際協力への配慮
基本目標
第２次三股町男女共同参画プラン（改訂版）は、第２次
三股町男女共同参画プランの５つの基本目標を継承し
て取り組んでいきます。
Ⅰ�男女共同参画社会に向けた意識づくり
　（三股町女性活躍推進計画）
Ⅱ�男女がともに個性と能力を発揮できる地域づくり
　（三股町女性活躍推進計画）
Ⅲ�男女がともに活躍できる環境づくり
　（三股町女性活躍推進計画）
Ⅳ�誰もが安心して暮らせるまちづくり
Ⅴ�人権を尊重し、あらゆる暴力を許さないまちづくり
　（三股町ＤＶ防止基本計画）

第2次三股町男女共同参画プラン改訂版の概要版、計画
書のPDFは右の二次元コードをスマートフォンで読み
込み、町公式サイトよりダウンロードできます。
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C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

オイディプス王出演、濵沙杲宏。
劇団こふく劇場公演「ロマンス」より

昨年の本番の様子（宮崎南高校）

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

心ゆたかに生涯読書
～敬老の日読書のすすめ～

わかば保育園来館
～絵本を楽しみました～

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
今
日

は
私
の
好
き
な
花
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
そ
の
花
の
名
前
は
ブ

ル
ー
ボ
ネ
ッ
ト
と
い
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
南
西
部
が
原
産
地
の
す
ご

く
き
れ
い
な
花
で
す
。
青
と
白
や

紫
と
白
の
色
を
し
た
た
く
さ
ん
の

花
が
集
ま
っ
て
咲
く
ユ
ニ
ー
ク

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ル
ー
ボ
ネ
ッ
ト
の
名
前
は
、
花
び

ら
の
形
が
ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
時

代
に
女
性
が
か
ぶ
っ
て
い
た
日
よ

け
帽
子（
ボ
ネ
ッ
ト
）に
似
て
い
る

こ
と
が
由
来
で
す
。

ブ
ル
ー
ボ
ネ
ッ
ト
は
、
私
の
出

身
、
テ
キ
サ
ス
州
の
州
花
で
、
い

ろ
い
ろ
な
公
園
や
畑
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
で
も
、
実
は
一
番

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
は
高
速
道
路
で

す
。
60
年
代
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領

リ
ン
ド
ン・ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
妻
、レ

デ
ィ
・
バ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が

「
花
が
咲
く
と
こ
ろ
に
、希
望
も
咲

く
」と
提
唱
し
た
高
速
道
路
美
化

法
に
よ
っ
て
、
テ
キ
サ
ス
の
高
速

道
路
沿
い
に
植
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
が
今
も
続
い
て
い
ま

す
。
車
で
走
る
と
、
い
つ
も
そ
の

花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

当
に
き
れ
い
な

花
な
の
で
、皆
さ

ん
に
も
ブ
ル
ー

ボ
ネ
ッ
ト
を
見

て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
で

す
！

地域おこし協力隊通信 vol.32

山
口
勝
己

束
の
間
を
清
か
に
ひ
ら
く
オ
ク
ラ
花
一
朝
な
れ
ど
徒あ

だ

花ば
な

に
あ
ら
ず

幼
き
日
隠
れ
し
大
樹
の
虚う

ろ

の
中
に
微ま

ど
ろ睡
み
て
い
き
神
社
の
脇
に

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
幼
き
頃
自
然
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
子
達
と
遊
ん
だ
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
特
に
神
社
は
良
い
遊
び
場
で
し
た
。

284

長
松
美
行

オ
ク
ラ
の
花
は
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
に
似
た
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
の
美
し

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
は
一
日
で
し
ぼ
ん
で
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
が
、
ち
ゃ
ん
と
実
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『白熱のリレー、歓喜の瞬間』

三股中体育大会

９月８日に行われた三股中の
体育大会。各学年の団技やリレー
で盛り上がりましたが、最も盛り
上がったのは最後のプログラム、
団対抗リレーでした。各団の選手
が繰り広げたレースは、生徒はも
ちろん、応援していた保護者も手
に汗握る白熱した展開。接戦を制
し、赤団のアンカーがゴールテー
プを切る瞬間に全身で表現した
歓喜は、この体育大会のハイライ
トでした。

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

わたしは普段、会議や地元の人の話を聴くときに、話された内容

をグラフィック（絵や文字、図、色など）を使って描き残すことが

あります。これはグラフィックハーベスティングと呼ばれる手法で、

大切な話を次につなげたり、自分の考えや気持ちを安心して出し合

える関係性や雰囲気をつくるために使われる手法です。大学生の頃

に、この手法を学んでからこれまでさまざまな現場で「描く」という

ことを実践してきました。普段、いろんな人の話を聴きながら感じ

ることは、自分が暮らす町のすばらしさや、この町でこんな風に暮

らしていきたいという願いは、分かりやすい言葉だけでは言えない

ということ。その人からにじみ出る表情や雰囲気、行間など、非言語

のメッセージも含めて大事なことを伝えようとしているなと感じる

ことがあります。そんなときに、描くということを通して、「言葉に

なっていないことも聴きます」という寄り添い方ができたら、もっと

その人が大事にしたい想いや声に触れ

られるんじゃないか、そんな気持ちで

いつも話を聴き、描くようにしていま

す。「描く」ということを通して「聴く」

ことの探求はまだまだ続きます。

に
、
変
わ
ら
ぬ
愛
を
注
ぐ
父
。
彼
ら
の
娘
が

描
く
家
族
の
物
語
。

「
ち
ょ
う
ど
い
い
孤
独
」	

鎌か
ま

田た　

實
み
の
る

／
著

孤
独
を
味
方
に
つ
け
て
、「
人
生
の
満
足

度
」
を
上
げ
る
カ
マ
タ
流
「
個
立
有
縁
」
の
あ

り
方
を
紹
介
す
る
。

よ
う
こ
そ
図
書
館
へ

９
月
７
日
に
わ
か
ば
保
育
園
、
９
月
13
・

14
日
に
三
股
西
小
学
校
２
年
生
が
来
館
し

ま
し
た
。
園
児
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

読
書
を
楽
し
み
、
小
学
生
は
生
活
科
の
授
業

と
し
て
、
図
書
館
の
仕
事
や
役
割
に
つ
い
て

話
を
き
い
た
り
、
館
内
見
学
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

読
書
週
間
～
こ
の
一
冊
に
、
あ
り
が
と
う

10
月
27
日
～
11
月
９
日
は
、
読
書
週
間
で

す
。
今
年
の
標
語
は｢

こ
の
一
冊
に
、
あ
り
が

と
う｣

で
す
。
心
に
残
る
本
と
の
出
会
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
図
書
館
で
は
読
書
を
楽

し
む
た
め
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
づ
く
り
や
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

心
ゆ
た
か
に
生
涯
読
書
～
読
書
の
す
す
め
～

読
書
は
心
の
健
康
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
本
を
読
む
こ
と
は
、
脳
を
活

性
化
さ
せ
ま
す
。「
敬
老
の
日　

読
書
の
す

す
め
」
と
し
て
読
書
推
進
運
動
協
議
会
選
定

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
図
書
館
に
所
蔵
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
老
後
と
ピ
ア
ノ
」	

稲い
な

垣が
き

え
み
子こ

／
著

50
歳
で
会
社
を
早
期
退
職
し
、
ず
っ
と

や
り
た
か
っ
た
ピ
ア
ノ
に
挑
戦
す
る
作
者
。

「
い
ま
」
を
楽
し
ん
で
生
き
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

「
ボ
タ
ニ
カ
」	

朝あ
さ

井い

ま
か
て
／
著

独
学
で
植
物
研
究
に
没
頭
し
た
牧ま
き

野の

富と
み

太た

郎ろ
う

。
貧
苦
に
め
げ
ず
、
不
屈
の
魂
で
知
の
種

（
ボ
タ
ニ
カ
）を
究
め
続
け
た
植
物
学
者
を
描

く
感
動
の
長
編
小
説
。

「
そ
の
日
ま
で
」	

瀬せ

戸と

内う
ち

寂
じ
ゃ
く

聴
ち
ょ
う

／
著

99
歳
ま
で
現
役
作
家
と
し
て
ペ
ン
を
ふ

る
っ
た
著
者
が｢

そ
の
日｣

を
み
つ
め
て
つ

づ
り
つ
づ
け
た
、
最
後
の
自
伝
的
長
編
エ
ッ

セ
イ
。

「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
お
か
え
り
お
母
さ
ん
」

信の
ぶ

友と
も

直な
お

子こ

／
著

認
知
症
と
脳
梗
塞
で
入
院
し
た
90
歳
の
母

９
月
の
宮
崎
県
予
選
を
突
破
し
た
高
校

演
劇
部
６
校
が
、
九
州
大
会
へ
の
切
符
を

か
け
て
県
の
代
表
を
決
め
る
こ
の
大
会
。
毎

年
、
高
校
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
上
演

さ
れ
ま
す
。
高
校
生
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
お
芝

居
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料

で
す
。

ず
っ
こ
け
狂
言
で
大
笑
い
！

11
月
17
日
、
ず
っ
こ
け
狂
言
ば
な
し｢

ど

ろ
ピ
カ
ぽ
ん｣

が
行
わ
れ
ま
す
。

上
演
す
る
の
は
、
大
阪
の｢
民
族
芸
能
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
若
駒｣

の
皆
さ
ん
で
す
。
民
謡
、

三
味
線
、
鼓
、
横
笛
、
日
本
舞
踊
な
ど
、
日
本

の
伝
統
芸
能
を
学
び
、
そ
こ
か
ら
数
々
の
作

品
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
、
狂
言
の
古
典｢

柿
山
伏｣

｢

神
鳴｣｢

二
人
袴｣

の
３
つ
を
元
に
創
作
し
た

も
の
で
、
子
ど
も
も
大
人
も
気
軽
に
狂
言
を

楽
し
め
る
作
品
で
す
。
ず
っ
こ
け
狂
言
ば
な

し
で
大
笑
い
し
ま
せ
ん
か
？

◆	

お
知
ら
せ
し
た
公
演
の
詳
し
い
情
報
は
、

本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
へ
時
空
の
旅
へ
！

10
月
29
・
30
日
、
演
劇
公
演
『
悲
劇
！
オ
イ

デ
ィ
プ
ス
王
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
公
演
は
、
濵は
ま

沙す
な

杲た
か

宏ひ
ろ
（
劇
団
こ
ふ
く

劇
場
）に
よ
る
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト「
わ
ざ
お
き
ぃ

ず
」
の
公
演
で
す
。

　
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
』
は
、
紀
元
前
４
０
０

年
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
三
大
悲
劇
詩
人
の
１
人

ソ
ポ
ク
レ
ス
が
残
し
た
作
品
で
、
現
在
で
も

世
界
中
で
上
演
さ
れ
る
古
典
演
劇
の
名
作
の

一
つ
で
す
。
あ
ら
す
じ
は
、「
疫
病
が
広
が
り

滅
び
へ
の
道
へ
と
向
か
っ
て
い
た
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
の
テ
バ
イ
の
国
。
国
の
王
オ
イ
デ
ィ

プ
ス
は
国
を
救
お
う
と
動
き
出
す
が
、
そ
の

運
命
は
悲
劇
の
道
で
あ
っ
た
」と
い
う
物
語
。

２
４
０
０
年
前
に
生
ま
れ
た
演
劇
を
、
宮

崎
の
俳
優
と
、
和
太
鼓
奏
者
の
今い
ま

村む
ら

脩
し
ゅ
う

哉や

に

よ
る
演
奏
と
と
も
に
お
送
り
し
ま
す
。
生
の

お
芝
居
を
観
て
、
普
段
味
わ
え
な
い
世
界
へ

と
旅
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

高
校
演
劇
部
、
県
決
勝
大
会

11
月
５
～
６
日
『
宮
崎
県
高
等
学
校
演
劇

県
大
会
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

『「描く」ということを
通して「聴く」』

地域おこし協力隊 清
きよ

山
やま

 美
み

咲
さ

さん

「ブルーボネット」

ジョンストン・ナイジェル
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Topics

青
空
の
下
で
は
つ
ら
つ
と

三
股
中
学
校
で
体
育
大
会
が
開
催

勝
岡
納
骨
堂
前
の
横
断
歩
道
に

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
が
設
置
さ

れ
、８
月
25
日
か
ら
稼
働
し
て
い

ま
す
。こ
の
場
所
は
カ
ー
ブ
が
連

続
し
、ス
ピ
ー
ド
も
出
や
す
い
坂

の
中
ほ
ど
で
、時
間
帯
に
よ
っ
て

交
通
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、地
域

住
民
や
小
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が

設
置
を
求
め
る
活
動
を
４
年
前
か

ら
実
施
。念
願
の
設
置
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
信
号
を
利
用
す
る
勝

岡
小
の
児
童
か
ら
は「
信
号
機
が

で
き
て
う
れ
し
い
。安
心
し
て
渡

れ
る
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る

な
ど
、地
域
の
安
心
安
全
が
向
上

し
ま
し
た
。

勝
岡
納
骨
堂
前
に

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
設
置

９
月
13
日
と
14
日
に
、三
股
西

小
の
２
年
生
が
町
立
図
書
館
を
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、生

活
科
の
授
業
の
一
環
で
、み
ん
な

で
使
う
ま
ち
の
施
設
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
目
的
で
す
。

児
童
は
、図
書
館
司
書
の
案
内

で
図
書
館
内
や
普
段
は
入
る
こ
と

の
で
き
な
い
事
務
室
、閉
架
書
庫

を
見
学
し
、タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の

カ
メ
ラ
で
撮
影
。
ま
た「
図
書
館

で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い
る

ん
で
す
か
」と
質
問
す
る
な
ど
、

図
書
館
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
の
工
夫
や
司
書
の
仕
事
を
勉
強

し
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
図
書
館
へ

三
股
西
小
２
年
生
が
図
書
館
見
学

「
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
で
、
学
校
の
図
書
室

に
は
よ
く
行
き
ま
す
が
、図
書
館
に
は
初
め
て

来
ま
し
た
。た
く
さ
ん

本
が
あ
る
の
で
本
を
借

り
に
来
た
い
で
す
」

榎え
の

木き

珠し
ゅ

里り

さ
ん

（
三
股
西
小
２
年
）

利
用
者

「
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
こ
の
場
所
に
信
号
が

設
置
さ
れ
、地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の

安
心
安
全
の
一
つ
の
節

目
に
な
り
ま
し
た
」

福ふ
く

島し
ま

雅ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん

（
勝
岡
在
住
）

勝
岡
小
見
守
り
隊�

隊
長

交
通
指
導
員

９
月
８
日
、三
股
中
学
校
で
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当

日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
生
徒
は

赤
・
白
・
青
の
団
に
別
れ
て
団

技
や
リ
レ
ー
な
ど
で
対
決
。今
年

も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、観
覧
で
き
る
の
は
３
年
生

の
生
徒
１
人
に
つ
き
保
護
者
２

人
、競
技
は
午
前
中
で
終
了
す
る

な
ど
、規
模
が
縮
小
さ
れ
て
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、生
徒
は
そ
の
状
況
を

物
と
も
せ
ず
競
技
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
し
た
。競
技
の
た
び
に
各
団

か
ら
は
自
分
の
団
の
選
手
を
応
援

す
る
声
と
、競
技
に
出
場
し
た
全

員
の
健
闘
を
称
え
る
拍
手
が
鳴
り

響
い
て
い
ま
し
た
。ま
た
、保
護

者
か
ら
も
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送

ら
れ
る
な
ど
、体
育
大
会
は
例
年

に
負
け
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

さぁ、力比べだ！　３年生団技「つかみ取れ『ONE ROPE』」

２年生団技「けしんかぎい　三股魂」 １年生団技「みまたん旋風」 応援にも熱が入ります

Topics

11
月
13
日（
日
）、３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す

第
30
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

同
日
開
催
！　
町
文
化
祭

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
開
催
を
見
送
っ
て
い
た

第
30
回
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、規

模
を
縮
小
し
、１
日
限
定
で
開
催

し
ま
す
。

●
み
ど
こ
ろ
紹
介

早
馬
龍
雲
太
鼓
や
町
文
化
協

会
に
よ
る
踊
り
の
披
露
の
ほ
か
、

ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
も
や
っ
て
き
ま

す
。
さ
ら
に
は
宮
崎
県
の「
よ
し

も
と
住
み
ま
す
芸
人
」嫁
恐
竜
と

チ
キ
ン
ナ
ン
ゴ
ー
が
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ま
た
、今
年
も

み
ま
た
ん
絵
の

表
彰
式
や
お
楽

し
み
抽
選
会
が

あ
り
ま
す
。

● 
日
時
＝
11
月
13
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
場
所
＝
町
ふ
れ
あ
い
中
央
広
場

※�

詳
し
い
情
報
は
、町
公
式
観
光

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝
町
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
企
画
商
工
課
内
）

☎
52
－
９
０
８
５

　
毎
年
多
く
の
個
人
・
団
体
が
出

展
す
る
町
文
化
祭
を
、感
染
症
対

策
を
行
い
な
が
ら
今
年
も
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

絵
画
・
書
・
木
工
・
陶
芸
な
ど
、

各
分
野
の
芸
術
作
品
を
一
堂
に
展

示
し
ま
す
。

●
日
時
＝

　
11
月
12
日（
土
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

11
月
13
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所
＝
町
武
道
体
育
館

昨年の町文化祭のようす
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寄
付
者
一
覧

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

●
申
し
込
み
期
限
＝
10
月
28
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
52
－
１
２
４
６

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
誰
も
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
や
さ
ま

ざ
ま
な
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た

ち
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
大
変
な
状
況
で
す
が
、
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
し

ま
す
。

●�

運
動
期
間
＝
10
月
１
日（
土
）～
12
月

31
日（
土
）

●
募
金
目
標
額
＝
４
７
７
万
円

●
募
金
の
方
法

①
戸
別（
家
庭
）募
金

②
法
人（
事
業
所
）募
金

③
学
校
募
金

④
イ
ベ
ン
ト
募
金　
な
ど

※��

昨
年
度
の
募
金
額
は
、
４
８
３
万
４
３

４
８
円
で
し
た
。
ご
支
援
、
ご
協
力
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
募
金

は
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
の
福

祉
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
総

合
的
な
福
祉
活
動（
地
域
福
祉
事
業
）

の
た
め
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
52
－
１
２
４
６

令
和
５
年
三
股
町
成
人
式（
仮
称
）を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
本
町
で
は
、

18
歳
で
の
成
人
式
行
事
は
行
わ
ず
、
従
来

ど
お
り
20
歳
を
対
象
と
し
て
行
い
ま
す
。

●�

日
時
＝
令
和
５
年
１
月
５
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午（
予
定
）

※
受
付
は
午
前
10
時
か
ら

●
会
場
＝
町
立
文
化
会
館

●�

対
象
＝
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

※�

対
象
者
に
は
10
月
中
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。
就
職
・
進
学
で
町
か
ら
転
出

し
た
人
に
も
、
家
族
が
町
内
在
住
で
あ

れ
ば
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※�

参
加
希
望
者
は
、
案
内
状
に
掲
載
し
た

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
町
公
式
サ
イ
ト
か
ら
、

ま
た
は
お
電
話
で
申
し
込
み
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課�

生
涯
学
習
係
☎
52
－
９
３
１
１

毎
年
、
源
泉
徴
収
義
務
者
へ
、
①｢

年

末
調
整
の
し
か
た｣

、②｢

源
泉
徴
収
税
額

表｣

、③｢

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引｣

を
送

付
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
分
以
降

は
、
こ
れ
ら
に
代
え
て
改
正
事
項
や
国
税

庁
公
式
サ
イ
ト
な
ど
を
案
内
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
の
年
末
調
整
関
係
書

類
は
例
年
ど
お
り
送
付
し
ま
す
。

送
付
を
し
な
い
①
か
ら
③
の
書
類
は
、

最
新
の
情
報
が
国
税
庁
公
式
サ
イ
ト
の

｢

年
末
調
整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ｣

内

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。
掲
載
ペ
ー

ジ
か
ら
印
刷
や
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
な
ど
の
方
法
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※�

従
来
の
紙
に
よ
る
手
引
き
な
ど
は
税
務

署
で
取
得
で
き
ま
す
が
、
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
お
渡
し
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

☎
22
－
４
３
８
３

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

保
護
者
に
直
接
案
内
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

宮
村
小
学
校
入
学
予
定
児
童
は
、
健
康

診
断
終
了
後
、
標
準
服
の
採
寸
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課�

学
校
教
育
係
☎
52
－
９
３
１
４

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は｢

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業｣

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、
安
全
な
地
域

づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

今
年
度
は
、
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、

中
米
自
治
公
民
館

が
、
マ
イ
ク
や
ス
ピ

ー
カ
ー
と
い
っ
た
音

響
設
備
の
ほ
か
、
自

走
式
草
刈
機
を
整
備

し
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課�

生
涯
学
習
係
☎
52
－
９
３
１
１

企
画
商
工
課�

企
画
政
策
係
☎
52
－
１
１
１
４

�　
｢

心
身
障
害
者
福
祉
手
当｣

は
障
害
者

の
社
会
活
動
の
促
進
、
生
活
意
欲
の
向
上

や
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支

給
す
る
も
の
で
す
。
支
給
対
象
者
や
申
請

期
限
な
ど
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

支
給
対
象
者
＝
10
月
１
日
現
在
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
在
宅
の
人
で
、
次
の
①

～
⑤
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

①�

老
齢
年
金
、障
害
年
金
、恩
給
な
ど
、

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人

②�

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
三
股
町
心
身
障
害
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

③�

町
の
住
民
と
な
っ
て
６
カ
月
を
経
過

か
つ
、在
宅
し
て
い
る
人

④�

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
超
え

る
所
得
が
な
い
人

⑤�

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
申
請
期
限
＝
10
月
31
日（
月
）

　
午
後
５
時
ま
で

※�

土
曜
、日
曜
、祝
日
を
除
く
。

※�

期
限
ま
で
に
申
請
が
で
き
な
い
場
合

は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所
＝
福
祉
課　
社
会
福
祉
係

●
申
請
に
必
要
な
も
の
＝

①
印
か
ん

　
（
認
め
印
可
、ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

③
本
人
名
義
の
通
帳

④
滞
納
の
な
い
証
明
書

※�

本
人
の
も
の
。
た
だ
し
、
本
人
が
18
歳

未
満
の
場
合
は
、
扶
養
義
務
者（
親
な

ど
）の
も
の
。

●�

支
給
額
＝
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
４

級
ま
た
は
療
育
手
帳
の
程
度
が
Ａ
の
人

１
万
円
／
年
一
回

身
体
障
害
者
手
帳
５
級
～
６
級
ま
た
は

療
育
手
帳
の
程
度
が
Ｂ
1
～
Ｂ
2
の
人

８
０
０
０
円
／
年
一
回

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

福
祉
課�

社
会
福
祉
係
☎
52
－
９
０
６
１

愛
の
ご
寄
付

10
月
に
、調
停
制
度
は
発
足
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
調
停
と
は
、
裁
判
所
が

お
互
い
の
言
い
分
を
聴
い
て
、
話
合
い

に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
を
図
る
手
続
き

で
す
。

●
調
停
の
特
徴
＝

①
手
続
が
簡
単

②
費
用
が
安
い

③
判
決
と
同
じ
効
果
が
あ
る

④
秘
密
が
守
ら
れ
る

●�

民
事
調
停
＝
賃
金
、
給
料
や
代
金
の
未

払
い
、
身
近
な
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
土

地
建
物
利
用
な
ど
の
紛
争
関
係　
な
ど

→
都
城
簡
易
裁
判
所

☎
23
－
４
１
４
９

●�

家
事
調
停
＝
離
婚
や
相
続
と
い
っ
た
夫

婦
、
親
子
、
親
族
間
に
お
け
る
紛
争
関

係
、後
見
関
係　
な
ど

→
宮
崎
家
庭
裁
判
所
都
城
支
部

☎
23
－
４
１
７
７

●
目
的
＝

　
大
正
11
年
10
月
１
日
の
借
地
借
家
調

停
法
の
施
行
に
よ
り
調
停
制
度
が
発
足

し
て
か
ら
、
今
年
で
１
０
０
周
年
。
こ

の
機
会
に
、
一
般
市
民
の
良
識
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
柔
軟
に
紛
争
を
解
決
す
る

手
続
で
あ
る
調
停
制
度
に
つ
い
て
、
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
＝

10
月
27
日（
木
）～
11
月
３
日（
木
）

●
場
所
＝

イ
オ
ン
モ
ー
ル
都
城
駅
前
２
階

ト
ラ
イ
プ
ラ
ス
横
特
設
会
場

●
パ
ネ
ル
内
容
＝

民
事
調
停
・
家
事
調
停
制
度
の
メ
リ
ッ

ト
、実
際
の
調
停
の
流
れ　
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

宮
崎
地
方
裁
判
所
都
城
支
部
庶
務
課

☎
23
－
４
１
３
１

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
共
に
助
け

合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
手
を
取
り
合

っ
て
50
年
を
過
ご
し
て
き
た
ご
夫
婦
を
祝

福
し
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
幸
せ
な
生
活

を
送
る
こ
と
を
願
い｢

合
同
金
婚
式｣

を

開
催
し
ま
す
。

昭
和
47
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を

出
し
た
ご
夫
婦
、
ま
た
は
、
そ
れ
以
前
の

届
出
で
合
同
金
婚
式
に
申
し
込
み
を
し

た
こ
と
が
な
い
ご
夫
婦
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
ご
夫
婦

を
ご
存
知
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
詳
細
を

後
日
文
書
で
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

●
開
催
日
時
＝
11
月
22
日（
火
）

午
前
11
時
～
午
後
０
時
20
分

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

下し
も

石い
し

ま
り
子こ

夫

光み
つ

丸ま
る

82
山
王
原
３
万
円

前ま
え

村む
ら

康や
す

信の
ぶ

母

ナ
ツ
ミ
93

蓼
池

３
万
円

時と
き

任と
う

康や
す

雄お

母

美み

の
ふ
94

梶
山

３
万
円

南み
な
み

崎ざ
き

正し
ょ
う

一い
ち

伯
父
𠮷よ
し
留ど
め
數か
ず
廣ひ
ろ

80

蓼
池

１
万
円

栗く
り

野の

裕ひ
ろ

子こ

夫

正ま
さ
博ひ

ろ

70
小
鷺
巣
２
万
円

令
和
５
年
三
股
町
成
人
式（
仮

称
）を
開
催
し
ま
す

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
相
談
窓
口

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

● 

宮
崎
県
女
性
相
談
所

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●
警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●�

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●
町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●
町
役
場
総
務
課
行
政
係

☎
52
－
１
１
１
２

※
緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

せら知おせら知お  

年
末
調
整
関
係
書
類
の
送
付
内

容
を
見
直
し
ま
す

令
和
５
年
度
新
入
学
予
定
児
童

の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

学
校
名

実
施
日（
場
所
）

受
付
時
間

三
股
小
学
校
10
月
12
日（
水
）

（
三
股
小
学
校
体
育
館
）

午後１時30分~
１時50分

三
股
西
小
学
校
10
月
18
日（
火
）

（
三
股
西
小
学
校
体
育
館
）

梶
山
小
学
校

宮
村
小
学
校

長
田
小
学
校

10
月
20
日（
木
）

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

勝
岡
小
学
校
10
月
26
日（
水
）

（
勝
岡
小
学
校
体
育
館
）

宝
く
じ
助
成
事
業
で
備
品
の
整

備
を
行
い
ま
し
た

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
交
付

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

話
し
合
っ
て
１
０
０
周
年

調
停
制
度

調
停
制
度
発
足
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す 

合
同
金
婚
式
を
開
催
し
ま
す

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
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祉福と健保祉福と健保

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

元
気

の
杜｣

大
会
議
室

●
講
師
＝
中な

か
筋す

じ
清き

よ
人ひ

と
先
生

　
（
健
康
運
動
指
導
士
）

●�

対
象
＝
首
が
座
っ
た
く
ら
い
か
ら
３
歳

く
ら
い
ま
で
の
乳
幼
児
と
母
親

●
準
備
＝
抱
っ
こ
ひ
も

　
（
ス
リ
ン
グ
は
不
可
）

●
主
催
＝
宮
日
母
子
福
祉
事
業
団

●
定
員
＝
８
組（
要
予
約
）

誕
生
日
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
11
月
８
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●
定
員
＝
誕
生
者
限
定（
要
予
約
）

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

｢

お
お
き
な
木｣

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
11
月
10
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
近
所
で
助
け
合
う

子
育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。“
依

頼
者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者

は
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
”そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

●
定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団｢

小
さ
な
音
楽
会｣

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
10
月
25
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

元
気

の
杜｣

大
会
議
室

●
定
員
＝
15
組（
要
予
約
）

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
10
月
27
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

元
気
の

杜｣

大
会
議
室
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
を
抱
っ
こ
し
て
負
荷
を
か
け
て

行
う
ス
ト
レ
ッ
チ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期
日
＝
11
月
１
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー｢

元
気
の
杜｣

の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則

で
す
。
開
放
日
は
月
曜
～
金
曜
の
午
前
９

時
～
正
午
と
、午
後
１
時
～
３
時
で
す
。

ま
た
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し

い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

｢
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る｣｢

お
友
達
を
つ
く
り
た
い｣

人
は
、
ぜ

ひ
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ｢
ふ
わ
ふ
わ

布
絵
本
の
会｣

の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ

た
お
は
な
し
会
で
す
。

●
期
日
＝
10
月
18
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
定
員
＝
７
組（
要
予
約
）

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
期
日
＝
11
月
10
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
３
年
10
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
も
実
施
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
相
談

希
望
者
は
タ
オ
ル
３
枚
程
度
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
10
月
27
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
平
成
30
年
12
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、
こ
と

ば
の
相
談
、
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
健

診
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
に
甘
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま

ず
は
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必
要

で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

・�

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り

・�

児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
施
設
へ
の
送
迎
な
ど

●�

利
用
料
金
＝
町
が
一
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
ス
ト

レ
ッ
チ
、
音
楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
、
歩
く

動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運

動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
10
月
17
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
運
動
靴
、
タ
オ

ル
、水
分

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

現
在
、
全
国
で
約
１
万
３
０
０
０
人

が
、
公
益
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
、
臓
器
移
植
を
待
っ

て
い
ま
す
。

　

｢

臓
器
提
供
す
る｣

　

｢

臓
器
提
供
し
な
い｣

ど
ち
ら
も
大
切
な
自
分
の
意
思
表
示
で

す
。
ま
た
、
そ
の
意
思
は
い
つ
で
も
変
え

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
健
康
保
険
証
の
裏

な
ど
に
意
思
表
示
を
し
、
ご
家
族
や
大
切

な
人
に
、
今
の
自
分
の
意
思
を
伝
え
ま
し

ょ
う
。

８
月
１
日
、
三
股
中
学
校
１
～
３
年
生

を
対
象
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
認

知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、
接
し
方
を

学
び
、
地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
を
温

か
く
見
守
る
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
認
知
症
の
人
へ
の

良
い
接
し
方
、
悪
い
接
し
方
の
講
話
だ
け

で
な
く
、
町
内
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
で
寸
劇
も
披
露
。
生
徒
は
話
を
聴
く
だ

け
で
な
く
見
る
こ
と
で
も
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は｢

認
知
症
に
つ
い
て
、
記

憶
が
残
り
に
く
く
な
る
だ
け
だ
と
誤
解
し

て
い
た
が
、
心
や
行
動
に
も
影
響
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
今
ま
で
し
て
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
分
、
今
日
知
っ
た
こ
と
を
活
か

し
て
優
し
く
接
し
た
い｣

と
い
っ
た
意
見

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

一　
般

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

が
あ
り
、
心
強
い
中
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
が

増
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
せ
ん
か
？
地
域
の
集
ま
り
や
会
合
、
少

人
数
で
も
講
師
が
出
向
き
、
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

親
子
教
室

（
親
子
で
の
び
の
び
ス
ト
レ
ッ
チ
）

誕
生
会（
10・11
月
生
ま
れ
の
お
友
達
）

お
は
な
し
か
い

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

利
用
時
間

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時

３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
、
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
の
み

５
０
０
円

兄
弟
利
用
２
人
目
か
ら

４
０
０
円

３
歳
児
健
診

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
で
す
！

中
学
生
向
け
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し
た

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

足もと元気教室
●日程＝10月15日～11月14日までの分

地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～ 11時 第1地区分館
10月21日（金）

11月４日（金）

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 11月10日（木）

4地区 午前９時30分～ 11時 第4地区分館 10月19日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 10月20日（木）

蓼池 午前９時30分～ 11時 蓼池児童館
10月20日（木）

11月10日（木）

花見原 午前９時30分～ 11時 花見原コミュニティセンター 11月２日（水）

餅原 午前９時30分～ 11時 餅原営農研修館 10月17日（月）

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター 10月19日（水）

中原 午前９時30分～ 11時 中原コミュニティセンター
10月26日（水）

11月９日（水）

今市 午前９時30分～ 11時 今市児童館 11月７日（月)

下新 午前９時30分～ 11時 ７地区分館 11月11日（金）

8地区 午前９時30分～ 11時 8地区分館 10月28日（金）

9地区 午後１時30分～３時 9地区分館
10月26日（水）

11月９日（水）

● 準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補給
用の飲み物

※  10 月 1 日～ 14 日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照く
ださい。

※ 新型コロナウイルス感染症対策として、10 月以降の日程につき
まして、足もと元気教室の開催を中止する場合もあります。参加
される場合は、事前に町地域包括支援センターまでご確認くださ
い。℡５２-８６３４・９０６３

●中学生向け認知症サポーター養成講座のようす
（三股中学校）
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交通事故（人身）発生ワースト順位�◎県内第16位／令和４年７月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

贖いとは、罪を償うという意味。

　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさ
ないよう、心の戒めにしていただきた
いと思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

情のしらく　 報情のしらく 報

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

10月31日（月）は納期限です
●町県民税（第3期）
●国民健康保険税（第4期）
口座振替は10月25日（火）です。やむを得ず口座振替

できなかったときは、11月10日（木）に再振替を行います。
引き落としの前日までに預貯金口座の残高確認をお願いし
ます。
なお、再振替でも引き落としされなかった場合は、納付
書で納めることになります。
証明書の申請には身分証明が必要です
課税証明、納税証明、固定資産評価証明などが必要な

場合は、運転免許証などの身分証明書をお持ちのうえ、申
請をしてください。本人以外が申請する場合は、委任状が
必要です。ただし、町内同一世帯家族（親族）の場合は、
窓口に来た人の申出書提出で申請できます。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事
故、病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって
納期内に納められないときは、早めにご相談ください。年
度を繰り越す滞納とならないよう各種納税相談を受け付
けます。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634
家屋を取り壊したときは連絡をください
家屋を取り壊した人、または年内に取り壊す予定の人

は、ご連絡ください。
専用住宅を取り壊すと、住宅用地の特例が無くなり、土
地の固定資産税額が以前より高くなる場合もありますの
で、取り壊す前に資産税係にご確認ください。家屋は、令
和４年中に取り壊した場合、令和５年度から固定資産税は
課税されません。
■お問い合わせ＝資産税係　☎52-9636

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和４年９月1日現在） ◦男／11,938人◦女／13,581人◦合計／25,519人（前月比－24人）
◦世帯数／10,282戸（－10戸）◦出生／18人◦死亡／39人◦転入／87人◦転出／90人

こ
の
時
の
絶
望
感
は
本
当
に
言
葉
で

は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
全
て
が
終
わ
っ
た

と
い
う
脱
力
感
と
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

か
分
か
ら
な
い
恐
怖
で
頭
が
真
っ
白
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
は
警
察
署
内
で

逮
捕
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
留
置
場
に
入
り
ま

し
た
。「
な
ん
で
自
分
が
生
き
残
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
」「
自
分
が
代
わ
り
に

死
ね
ば
良
か
っ
た
」「
も
う
生
き
て
い
て

も
し
ょ
う
が
な
い
」
そ
ん
な
事
し
か
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
し
て
、
２
日
間
の
留
置
場
か
ら
在
宅

起
訴
を
言
い
渡
さ
れ
、
私
の
家
族
が
迎
え

に
来
て
く
れ
た
時
に「
生
き
て
い
て
く
れ

て
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
一
緒
に
償
っ
て

い
こ
う
」
と
家
族
か
ら
涙
な
が
ら
に
伝
え

ら
れ
た
時
に
、
人
の
命
は
、
人
の
命
で
し
か

償
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
私
一
人
で
ず
っ

と
考
え
て
い
た
思
い
が
変
わ
っ
た
の
を

感
じ
ま
し
た
。
私
を
支
え
て
く
れ
る
人
の

大
切
さ
を
そ
の
時
ほ
ど
感
じ
た
事
は
な
い

し
、
あ
の
時
の
家
族
の
言
葉
が
あ
っ
た
か

ら
今
こ
う
し
て
前
を
向
い
て
歩
い
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
家
族
に
し
っ
か
り
と

支
え
て
も
ら
い
、
受
刑
す
る
ま
で
何
と
か
、

毎
日
被
害
者
、
被
害
者
ご
遺
族
へ
の
謝
罪
、

償
い
の
訪
問
、
そ
し
て
事
故
現
場
へ
の
献

花
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
動
車
運
転
過
失
致
死
傷
罪

で
懲
役
２
年
の
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
今
は

市
原
刑
務
所
で
日
々
償
い
の
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。「
母
を
返
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
の
時
言
わ
れ
た
被
害
者
ご
遺
族
の
本
当

の
心
情
を
こ
こ
市
原
刑
務
所
で
の
教
育
で

少
し
づ
つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ご
遺
族
の
お
母
様
へ
の
愛
情
、

未
来
へ
の
希
望
、
そ
し
て
、
お
母
様
に
親

孝
行
す
る
機
会
も
一
家
団
欒
の
機
会
も
何

の
前
触
れ
も
な
く
一
瞬
で
私
が
奪
い
去
り

ま
し
た
。
そ
の
事
を
こ
れ
か
ら
一
生
涯
自

分
が
死
ぬ
ま
で
常
に
毎
日
必
ず
思
い
、
考

え
悩
み
続
け
な
が
ら
被
害
者
、
被
害
者
ご

遺
族
の
心
情
を
常
に
お
察
し
し
な
が
ら
生

き
て
い
き
ま
す
。

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

★コロナウイルス対策により、急きょ休館になる場合があります。ホームページでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

９ 10
スポーツの日

11 12 13 14 15
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

白色トレイ
ペットボトル

可燃物

16 17 1８ 1９ 20 21 22
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

23 24 25 26 27 2８ 2９
可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

30 31
可燃物
図書館休館日

10月 5月

QR コ ー ド を 読
み込むと町の公
式ホームページ
のアドレスが表
示されます。

休日急患診療機関

※ 休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間
急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお問
い合わせください。

日 病院名 町　名 電話番号

2 日

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 早 水 町 ☎36-6117
伊達クリニック（内・循） 牟 田 町 ☎36-7088
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
MKクリニック（脳） 早 鈴 町 ☎51-6777
飯田整形外科クリニック（整） 上 町 ☎46-5115
都城こみぞ眼科（眼） 三 股 町 ☎57-7722

9 日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
村上循環器内科クリニック（循・内） 宮 丸 町 ☎25-2700
みしま内科クリニック（内・循） 三 股 町 ☎51-8100
メディカルシティ東部病院（外） 立 野 町 ☎22-2240
なかむら整形外科クリニック(整) 平 江 町 ☎36-5333
永吉眼科医院（眼） 姫 城 町 ☎22-1530

10月

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
城南病院（内） 大 王 町 ☎23-2844
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
野口脳神経外科（脳） 太郎坊町 ☎47-1800
きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300
かみながえクリニック（耳鼻） 上長飯町 ☎25-0224

16日

仮屋医院（内・小） 上水流町 ☎36-0521
すみクリニック（内） 東 町 ☎36-7701
大橋クリニック（内・消・リハ） 庄 内 町 ☎37-0539
川畑医院（外・胃） 年 見 町 ☎46-3225
小牧病院（整） 立 野 町 ☎24-1212
北原医院（産・婦） 北 原 町 ☎22-4133

23日

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048
冨田医院（内） 栄 町 ☎23-4586
瀬ノ口内科放射線科医院（内） 都 原 町 ☎25-7780
吉見クリニック（外・整・内） 高 城 町 ☎58-5633
速見泌尿器科医院（泌） 妻ケ丘町 ☎24-8344
西浦医院（耳鼻） 松 元 町 ☎22-0715

30日

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005
有川呼吸器内科医院（呼・内） 上 川 東 ☎24-6677
園田光正内科医院（内） 太郎坊町 ☎38-5115
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818
酒井皮膚科医院（皮） 北 原 町 ☎25-5322
宮田眼科病院（眼） 蔵 原 町 ☎22-1441

10月

39
歳　
Ｔ
・
Ｍ

「
戻
ら
な
い
命
」③

（
全
３
回
）

「わが家の一番星」は電子申
請もできます
　「わが家の一番星」コーナーでは、毎月2
人の一番星を紹介しています。
　掲載の申し込みは、町役場または町公式
サイトにある掲載申込書に
写真を添えて申し込むほ
か、電子申請も可能です。
　電子申請はこちらからで
きます。
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POST CARD

お手数ですが
63 円切手を
貼ってお出し

ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

期日＝開催未定
次回のみまたん駅前よかもん朝市�

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2022.10　vol.626

●
国
内
自
給
率
１
０
０
％
と
０・１
％

暑
す
ぎ
た
夏
が
終
わ
り
、「
新
米
・

新
ご
ま
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
長
田
を
は
じ
め
と
す
る

町
内
の
新
米
が
入
荷
し
始
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
三
股
町
の
特
産「
み
ま
た

ん
ご
ま
」の
新
ご
ま
も
間
も
な
く
入
荷

が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
晴
天
続
き
の

暑
い
夏
の
お
か
げ
で
、
品
質
・
収
量
と

も
に
過
去
最
高
の「
ご
ま
」が
で
き
た

そ
う
で
す
。
こ
の
米
と
ご
ま
、
国
内
自

給
率
を
み
る
と
対
極
に
あ
り
ま
す
。
米

は
１
０
０
％
、
ご
ま
は
０・
１
％
の
自

給
率
な
ん
で
す
。
し
か
し
、
消
費
量
で

見
る
と
逆
転
。
米
は
減
少
し
続
け
、
ご

ま
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら

も
日
本
の
食
文
化
を
語
る
上
で
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
農
産
物
。
そ
の

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜
日

出
会
っ
た
の
は
２
人
の
恩
師

「
２
人
の
先
生
の
お
か
げ
で
、
今
も

レ
ス
リ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま

す
」。
父
と
兄
の
影
響
で
競
技
を
始
め
た

の
は
小
学
1
年
生
の
と
き
。
攻
め
方
や
同

じ
技
で
も
決
め
方
、
教
え
方
ま
で
一
人
一

人
違
う
と
こ
ろ
が
面
白
く
、
練
習
で
ど
ん

な
に
疲
れ
て
い
て
も
他
の
人
が
練
習
し
て

い
る
の
を
見
る
と
体
が
動
く
よ
う
に
な
る

ほ
ど
夢
中
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
周
り
は

男
子
選
手
ば
か
り
。
さ
ら
に
、
こ
れ
以
上

は
上
手
く
な
れ
な
い
気
持
ち
に
も
な
り
、

レ
ス
リ
ン
グ
を
続
け
る
の
は
高
校
生
ま
で

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。「
そ
ん
な

気
持
ち
を
吹
き
飛
ば
し
て
、
レ
ス
リ
ン
グ

の
面
白
さ
を
も
う
一
度
教
え
て
く
れ
た
の

が
、
都
城
西
高
の
長
尾
先
生
と
南
九
州
大

学
の
竹
田
先
生
で
す
」。
２
人
の
指
導
で

高
校
３
年
の
と
き
に
は
九
州
大
会
で
優

勝
、
今
は
南
九
州
大
学
で
レ
ス
リ
ン
グ
を

続
け
て
い
る
。
将
来
の
夢
は
小
学
校
の
先

生
。「
お
二
人
か
ら
教
わ
っ
た
、好
き
な
こ

と
を
好
き
で
い
る
大
切
さ
を
先
生
に
な
っ

て
伝
え
た
い
で
す
」と
話
す
言
葉
に
、
揺

る
が
な
い
芯
の
強
さ
が
あ
る
。

ど
ち
ら
も
が
我
が
町
の
特
産
品
で
あ

る
っ
て
誇
ら
し
い
気
が
し
ま
せ
ん
か
。

気
候
変
動
と
戦
い
な
が
ら
私
た
ち
の

食
を
守
っ
て
く
れ
る
農
家
さ
ん
や
日

本
の
食
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
も
、

自
然
豊
か
な
三
股
町
で
で
き
た
米
と

ご
ま
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
食
卓
へ
。
い
ろ

ん
な
想
い
を
馳
せ
つ
つ
噛
み
し
め
る

と
ひ
と
味
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
し
て
毎
年
、
長
田
小
学
校
が
授
業
の

一
環
と
し
て
育
て
て
い
る
、
お
い
し
い

お
米「
長
田
小
米
」も
今
月
下
旬
頃
に

販
売
さ
れ
る
予

定
で
す
。
詳
細
は

決
ま
り
次
第
店

頭
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

ボッチャの国際大会で優勝した竹
之内さん。初の海外遠征は、記録的
な熱波に襲われたり、試合会場の床
がグネグネと波を打っていたりと、想
定外の連続だったそう。また、勝った
試合はすべて先制を許してからの逆
転勝利。相手が竹之内さんを知らな
かったこと、自分の得意な追いかけ
る展開になったことがいい流れにつ
ながったと教えてもらいました。練
習風景の取材で印象深かったのは、
高さやボールの重心の位置を変え、
ただひたすら転がし続けてデータを
取る２人の姿。自分で投げない分繊
細さと緻密さが要求されるこのス
ポーツは、口をそろえて「仲は良くな
い」と話す仲の良さを見せる２人には
ぴったりのスポーツなのだなと感じま
した。〈や〉

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和４年10月１日号No.626

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星 町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※ 「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。

また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス… https://www.town.mimata.lg.jp）
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大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481

毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

10月の旬の食材
・マッシュルーム
・シラス
・モヤシ
・ブナシメジ

※材料は全て1人分です

❶	主食/ごはん
252㌔㌍　塩分0㌘
材　料　	ごはん…150㌘

❷	主菜/マッシュルームメンチ
369㌔㌍　塩分1.2㌘
材　料　	生マッシュルーム…３コ、玉ネギ…30㌘、▲豚ひ

き肉…70㌘、▲塩…小さじ1/12、▲酒…小さじ
1/2、▲ウスターソース…小さじ1/2、▲こしょう
…少々、▲パン粉…小さじ２、▲牛乳…小さじ１、
小麦粉…小さじ１、●卵…５㌘、●小麦粉…小さじ
1/3、●牛乳…少々、パン粉…大さじ５、油…適量

作り方　	①マッシュルームは軸とカサに分ける。②玉ネギ
とマッシュルームの軸をみじん切りにする。③②
と▲を混ぜて粘りが出るまでこねる。④③でマッ
シュルームを覆うように丸く成型し、表面に小麦
粉をつける。⑤●を混ぜ合わせて④の表面につけ、
パン粉をつける。⑥170度に熱した油で揚げる。

❸	副菜/シラス入りキャロットラペ
68㌔㌍　塩分0.5㌘
材　料　	ニンジン…25㌘、キャベツ…25㌘、塩…小さじ

1/20、◆酢…小さじ２、◆オリーブ油…小さじ１、
◆砂糖…小さじ1/2、しらす干し…３㌘、乾パセリ
…少々

作り方　	①キャベツとニンジンを細切りにし、塩を振ってお
く。②◆を混ぜ合わせ、①を入れてしばらく漬けて
おく。③しらす干しを混ぜてお皿に盛り付け、上か
らパセリを振りかける。

❹	副菜/野菜スープ
17㌔㌍　塩分0.9㌘
材　料　	■ブナシメジ…10㌘、■ピーマン…10㌘、■モヤシ

…15㌘、■コーン…7㌘、水…120㍉㍑、コンソメ…
小さじ1/2

作り方　	①ピーマンを細切りにする。②鍋に水を入れて沸
騰させる。③■とコンソメを入れて加熱する。

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹

19 広報みまた2022.10

問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）

No.120


